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を超えるボランティアさんに来ていただきました。皆様の助けもあり、厳しい気候の

中で育った新芽を 1つ 1つ手摘みで、最後まで摘み取ることができました。ありがと

うございました。 

今年のお茶は「ほまれ」と名付けました。かりいほの製茶工場が稼働し、5年目を

迎えました。かりいほのお茶作りが少しずつ広まり、協力者・賛同者の数も少しずつ

増え、5年目の節目を迎えました。「いろいろなことがありながらも、たくさんの

方々に支えてもらいながら、ここまでやってこられた」という感謝の気持ちを込め

て、名付けました。煎茶「ほまれ」は販売開始し 2カ月で完売してしまいましたが、

夏の青番茶（あおばんちゃ）でほうじ茶を作りました。夏も天候不順で雨が多く、よ

うやく収穫できた今年のほうじ茶は「あめあがり」と名付けました。こちらは、まだ

少し在庫がございますので、ご注文いただければ幸いです。 

まだまだ発展途上のかりいほ茶ですが、この節目に 5年間の軌跡を感じながら、今

年のお茶を味わっていただければ幸いです。 

これからも、かりいほ茶を応援くださいますよう、よろしくお願いいたします。 
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平成２９年度 かりいほ茶のお知らせ 

 
平成２９年度のかりいほ茶が完成しま

した。 

今年は天候が不順で、いつになく収穫

期の難しい年になりました。ゴールデン

ウィークは、よい天候で期待したのです

が、その後雨が続き気温も上がらず、雹

が降ったこともありました。その後３０

度に近い暑い日。お茶にとっても人にと

っても厳しい天候でした。 

そんな中、例年より数日遅れて、茶摘

みが始まりました。4日間という短い収

穫期の中、今年も様々な方面から 100 名 
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先日、名古屋国際会議場で開催された第１１３回 日本精神神経学会学術総会において、同学会の委

員会企画シンポジウム「発達症のスティグマ」にシンポジストのひとりとして登壇する機会を得た。当

日は、かりいほの現状を踏まえたわが国の福祉の現場について映像を交えてお話しさせていただいた。 

このシンポジウムにわが法人が関わることになったのは、瀬上理事長のご紹介により、神尾陽子先生

（国立研究開発法人精神・神経医療研究センター精神保健研究所児童・思春期精神保健研究部部長）に

かりいほを知っていただいたことが直接の契機であった。 

「知的障害と自閉症とが併存する人」の医学的な理解へと遡及し、医療と教育・福祉の連携による早

期支援に社会参加の活路を見出す神尾先生の視点と出会うことができたのは、私にとって、本当に有難

いことであった。 

神尾先生との出会いによって、かりいほの利用者を捉える新たな視点を頂いたばかりでなく、医療と

連携する福祉そのもの（当該の学における専門的枠組みとその役割・意義）を問い直す必要があること

がようやく見えてきたからである。 

わが国におけるこの領域の福祉的支援は、未だ発展途上にある。なかなか割り切ることができない現

実を、容易に何らかの理論的枠組みによって整理してしまう、もし支援がうまくいかないとしても、そ

れは、「当該利用者の支援困難度が高いからだ」と断定して、その原因を利用者に求めてしまうことも

多々見受けられるのが、福祉的支援の現状である。   

一方、医学は「理解」を曖昧にせず、診断基準（評価尺度）によって診断・分類（アセスメント）し

てから治療へと向かう。すなわち、一定の理解が治療的プロセスのなかに組み込まれているのである。

医学は厳密なエビデンス（科学的根拠）に基づき、明確な根拠をもって対象と関わる。そこは、今後、

福祉が学ばねばならぬところである。 

だが、福祉は人間という不可知の存在の Life（生命・人生・生活）とまるごと関わるがゆえにそれが

難しいのも事実である。ましてや、かりいほの利用者のような「知的障害と自閉症」とが併存し、その

障害特性と生活環境が複雑に絡み合うなかで問題行動に至る人をどのように把握（理解）し、アプロー

チするかは、福祉だけでなく、医学においてもエビデンスの蓄積がないだけに、大変難しい課題であ

る。 

では、かりいほの利用者と日々関わる私たちは、どうすればよいのか。まずは、「個別具体的な生

（Life）の多様な表現（それは、ときに、暴言であったり粗暴行為であったりする）は、文脈（その行

為の背景）に依存する」ということを覚えておきたい。要するに、生活のなかで顕在化する「問題行

動」と対峙するためには、個々の障害特性はもとより、その人の行為の背景に何があるかを知らなけれ

ばならないのである。もちろん、それは容易ではない。なぜかといえば、「その人をどのように見てい

るか」という支援者（関わり手）の価値観がそこに大きく影響するからである。相手の存在そのものを

評価するまなざしは、利用者によって、容易に見透かされてしまう。「個別の生（Life）」と関わる支援

の担い手のなかにある「心の障壁（バリア）」を除去しなければ、支援はおろか相手と関わることすら

できないのである。その意味で、福祉の実践は、医学以上にインターラクティヴ（相互関係、対話が重

視される）である。だから、福祉は難しいのである。 

しかし、実はそこに手探りで真実を追い求める福祉の楽しさがある。その真実とは支援者自身の裡に

あるものでもある。私たちの裡にある先入観を排し、他者と関わることに葛藤し、悩み続けたらよい。

葛藤がない福祉の支援など考えただけでも恐ろしい。葛藤なき支援者は成長できないのである。 

少しずつ相手の真実に近づいていく。「違うな」と思ったら、謙虚に自らの相手を理解する仕方を軌

道修正し、照準を合わせていく。それが福祉の対象理解の仕方である。福祉において、理解は結果では

なく過程（プロセス）である。 

利用者がこれまで誰にも見せてこなかった表情を、職員であるあなたには見せてくれること、それを

知っていることに誇りに思ってほしい。それは、利用者の日々の生活を支えるあなたのことを目の前の

利用者が認めてくれたことの証なのだから。 

発達症とスティグマ ―個別具体的な生（Life）へのまなざし―  
社会福祉法人紫野の会 

日本社会事業大学 

冨永 健太郎 
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６月の宿泊旅行に行ってきました 

 

6 月 22 日～24 日の 3日間、宿泊旅行に行きました。1日目は、マザー牧場

でたくさんの動物と触れ合うことができました。恐る恐る触る人も居れば、

遠くから眺めるだけで十分と言う人も居てそれぞれ楽しんでいたようです。

園内バスツアーでは普段入ることのできないところまで見学し、途中で山羊

の餌やりにも参加しました。 

2 日目は、鴨川シーワールドに行きました。たくさんの可愛いお魚やイル

カ、アシカのショーを見ましたが中でも 1番の見どころ、シャチのショーは

歓声がたくさん上がり、水に少し濡れながらも楽しむことができました。家

族にお土産を買うとじっくり選んでいる姿も見られました。 

3 日目は、いわむらかずお美術館に行き、代表作の 13 ひきシリーズの絵本

や原画など見学しました。1、2日目とは違い、宿泊旅行の最後を静かな森の

中でゆったりと終えることができました。 

山羊のお散歩 

触れるよ♪ 

3 日間楽しかっ

たです！ 

鴨川シーワールド

で！ 

シャチのショー 

すごかったよ！ 
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 今回からかりいほで行われている作業について、より詳しく知り

たいということで、始まりました「仕事人目線」。今回は、花係に

ついて触れたいと思います。 

かりいほでは、広大な敷地の中に四季折々の花が咲いています。 

花係では花壇の手入れをしたり、リースを作るための花を作って

います。種をまいて、苗を育てるところから始まり、暑い夏場も水

かけや草取りなどをして育てています。 

 草取りが上手な人、ポットを並べるのが上手な人、運ぶのが好

きな人…利用者さんの得意な分野は人それぞれです。みんなで協力

して、日々手入れをしています。 

 

仕事人目線☆ 「花係」編 

かりいほ便り 年３回発行 

編集発行 障害者支援施設 かりいほ  

〒324－0231 栃木県大田原市北野上３９５２番地 Tel 0287－54－2854 

http://kariiho.wix.com/home 

リース作りは秋から冬が大忙しです。バザーなどの販売が多い時期だからです。リース

作りには、地域のボランティアさんも手伝いに来てくれています。 

今では利用者さんも制作していて、年々レベルをあげています。ひとりひとりが、それ

ぞれの発想でデザインしているので、表情豊かなリースがたくさんできています。これか

らも施設を花で飾り、素敵なリース作りができるように、力を合わせて頑張っていきたい

と思います。 

 かりいほでは、花も農薬はかけません。自然に任せて育て、時期をみて収穫します。 

かりいほではリース小屋があり、そこに逆さにして乾かしておきます。それだけで自然

のキレイな色が残ります。 


